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図　減少に転じた歯科医療機関数

口
腔
癌
診
察
の
手
順
を
解
説

７
月
度
生
涯
研
修
講
座

　

歯
科
開
業
医
の
高
齢
化
を
受
け
、
医
院
の
廃
業
・
閉
院

が
増
加
し
つ
つ
あ
る
。
近
年
の
歯
科
医
院
を
め
ぐ
る
承
継

の
動
向
や
課
題
、
承
継
を
円
滑
に
進
め
る
ポ
イ
ン
ト
な
ど

に
つ
い
て
、
大
阪
府
保
険
医
協
同
組
合
と
協
力
し
て
承
継

支
援
に
取
り
組
む
牟
田
修
氏
（
エ
ニ
ー
タ
イ
ム
ヘ
ル
ス
ケ

ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
）
に

連
載
し
て
も
ら
う
。

　

こ
れ
か
ら
数
回
に
渡
っ
て

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
承
継
に
つ
い

て
お
話
い
た
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
で
２
０
２
０
年
の

国
民
医
療
費
は
３
％
程
度
下

が
り
、
医
科
・
歯
科
と
も
大

き
く
経
営
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
ま

し
た
。
歯
科
の
業
界
で
は
同

年
に
２
１
９
０
件
が
廃
院
・

休
止
し
た
一
方
、
新
規
開
業

は
１
５
６
５
件
に
と
ど
ま

り
、
歯
科
診
療
所
数
は
６
万

７
８
５
３
件
に
減
少
し
ま
し

た
（
図
）。

　

今
、
日
本
国
内
に
歯
学
部

を
有
す
る
大
学
は
29
あ
り
、

定
員
は
２
４
６
８
人
で
す

が
、
実
際
に
歯
科
医
師
国
家

試
験
に
合
格
す
る
の
は
２
０

０
６
人
（
２
０
２
３
年
、
合

格
率
63
・
５
％
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
大
変
な
時
代
と
な

り
ま
し
た
。
近
い
将
来
、
廃

院
す
る
先
生
が
増
加
す
る
一

方
、
開
業
す
る
先
生
は
減
少

し
、
10
年
後
に
は
歯
科
業
界

は
相
当
な
様
変
わ
り
が
起
き

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
今
、
80
歳
を
超
え
て
診

療
さ
れ
て
い
る
先
生
も
お
ら

れ
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
先

生
は
70
歳
前
後
に
廃
院
を
検

討
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
状
況

で
す
。
「
ど
の
よ
う
に
し
て

辞
め
よ
う
か
？
」
「
お
世
話

に
な
っ
た
ス
タ
ッ
フ
を
ど
う

す
る
？
」
「
今
の
患
者
さ
ん

は
？
」
な
ど
、
す
べ
て
一
人

で
お
悩
み
の
先
生
が
多
い
と

思
い
ま
す
。

　

テ
ナ
ン
ト
で
の
開
業
の
場

合
は
賃
貸
契
約
の
約
定
上
、

原
状
回
復
に
い
く
ら
か
か
る

か
不
安
も
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
土
地
・
建
物

を
所
有
し
て
い
る
先
生
は
別

の
悩
み
が
出
て
き
ま
す
。
単

純
に
は
辞
め
さ
せ
て
も
ら
え

な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

治
療
を
通
じ
て
多
く
の
患

者
さ
ん
を
幸
せ
に
し
て
き
た

一
方
で
、
「
自
分
は
人
生
で

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
き

た
か
な
？
」
と
自
問
す
る
先

生
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
普

段
、
開
業
医
の
先
生
と
接
す

る
な
か
で
、
「
ど
こ
か
で
踏

ん
切
り
を
つ
け
な
い
と
」
と

考
え
る
方
が
い
か
に
多
い

か
。
読
者
の
先
生
方
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
？　

医
院
の
今

後
に
つ
い
て
悩
ま
れ
て
い
る

先
生
に
第
２
の
人
生
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

次
回
以
降
、
具
体
的
な
事

業
承
継
に
つ
い
て
解
説
し
ま

す
。

�

（
つ
づ
く
）

10
年
後
に
は
相
当
な
様
変
わ
り

医
療
界
に
何
が
起
き
て
い
る
か

桐
田
氏
は
、
①
口
腔
内
の
硬

い
し
こ
り
②
出
血
③
３
週
間

以
上
の
治
ら
な
い
潰
瘍
、
口

内
炎
、
抜
歯
後
治
癒
不
全
④

原
因
不
明
の
痛
み
⑤
し
び
れ

⑥
腫
脹
で
の
義
歯
不
適
合
⑦

白
斑
、
紅
斑
⑧
強
い
口
臭
⑨

原
因
不
明
の
歯
の
動
揺
⑩
３

週
間
以
上
の
頸
部
リ
ン
パ
節

腫
脹
―
―
を
説
明
。

　

口
腔
癌
の
診
察
の
手
順
と

仕
方
と
し
て
、
検
診
の
具
体

的
な
手
順
、
と
手
技
、
リ
ン

パ
節
の
触
診
法
、
口
腔
粘
膜

疾
患
の
診
断
に
お
い
て
考
慮

す
べ
き
事
項
、
口
腔
癌
の
リ

ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
を
解
説
し

た
。

（
臨
床
学
術
部
・
近
藤
正
）

学
、
②
口
腔
癌
の
臨
床
像
と

注
意
す
べ
き
点
、
診
察
の
手

順
、
③
奈
良
県
立
医
科
大
で

行
っ
て
い
る
進
行
口
腔
癌
治

療
の
実
際
・
広
範
囲
切
除
後

の
再
建
（
軟
組
織
再
建
、
顎

骨
再
建
）
と
再
建
の
工
夫
・

デ
ン
タ
ル
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
に

よ
る
咬
合
再
建
、
④
超
選
択

的
動
注
化
学
放
射
線
療
法
に

よ
る
臓
器
機
能
温
存
療
法
、

⑤
放
射
線
性
顎

骨
骨
髄
炎
へ
の

対
応
―
―
の
５

項
目
に
つ
い
て

解
説
し
た
。

　

口
腔
癌
を
疑

う
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
と
し
て

　

７
月
23
日
、
臨
床
学
術
部

は
「
口
腔
が
ん
を
見
逃
さ
な

い
た
め
に
ー
早
期
発
見
の
ポ

イ
ン
ト
と
治
療
の
進
歩
―
」

を
テ
ー
マ
に
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル

で
生
涯
研
修
講
座
を
開
催
。

桐
田
忠
昭
氏
（
奈
良
県
立
医

科
大
学
口
腔
外
科
学
講
座
教

授
）
を
講
師
に
48
人
が
参

加
。
桐
田
氏
は
、
①
癌
全
体

お
よ
び
口
腔
癌
の
統
計
と
疫
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今の医院承継
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金パラ 10月から3095円に引き上げ随時改定

次号に点数早見表を同封
　

厚
労
省
は
10
月
か
ら
材
料
価
格
を
改
定
す
る
。
金
パ
ラ
の
告
示
価
格
は
３
０
９
５
円
／
㌘
と
な
り
、
現

在
の
告
示
価
格
（
３
０
７
７
円
／
㌘
）
か
ら
18
円
引
き
上
げ
と
な
る
。
銀
合
金
も
引
き
上
げ
と
な
る
。
金

パ
ラ
関
連
の
新
た
な
点
数
は
表
の
通
り
。
次
号
に
点
数
早
見
表
を
同
封
す
る
（
免
除
会
員
除
く
）
。

金パラ関連点数一覧 新点数 増減点数

インレー単純根面板 前・小臼 443 １
大臼歯 562 ２

インレー複雑 前・小臼 788 ３
大臼歯 972 ４

４分の３冠 前　歯 992 ４

５分の４冠 小臼歯 932 ４
大臼歯 1176 ５

FMC 小臼歯 1234 ５
大臼歯 1543 ６

前装金属冠 前歯・小臼歯 2145 ５

ポンティック

鋳造・大 1688 ７
鋳造・小 1379 ６
前装・前 1934 ５
前装・小 1579 ６
前装・大 1748 ７

双歯鉤 大大・大小 1258 ６
犬小・小小 1039 ４

二腕鉤
大臼歯 923 ４
小臼・犬歯 834 ４
前歯 790 ３

コンビCl
大臼歯 580 ２
犬歯・小臼 535 １
前歯 514 ２

キーパー付き根面板 前・小臼 1087 ３
大臼歯 1271 ４

　　鋳造バー 2066 10


